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研究成果の概要（和文）：本研究は、「再帰的近代」の機制を明らかにするとともに、それとは異なる型の「再帰性」
との比較をつうじて、前者を相対化し、複数の再帰性のあらわれを同一水準で論じる方法を探究した。結果として、1)
「再帰的近代」が、メタ・レベルとオブジェクト・レベルの峻別を想像可能にする諸装置に媒介されていること、2)水
平的なネットワークにみとめられる再帰性においてはこの峻別を無効化する回帰的過程が顕著であること、3)いずれの
再帰性の展開も、その働きかけの対象となる諸活動の文脈の「括りだし」を必要とし、しかもその「括りだし」が多様
におこなわれること。

研究成果の概要（英文）：By elucidating the mechanism of “reflexive modernity” and comparing it with 
those of other modes of reflexivity, our project explored the way “reflexive modernity” can be 
relativized by, and symmetrically discussed with, multiple other manifestations. Our findings are: a) 
Modern reflexive thoughts and practices are mediated by artifactual devices which enable us to imagine 
the meta-level cut off from the object level; b) Reflexivity found in more lateral networks is 
characterized by recursive processes that nullify the difference of the two levels; c) Any operation of 
reflexivity requires, as a prerequisite, the “curving out” of the context of activities it tries to act 
upon, but does so differently.
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１． 研究開始当初の背景 
 
社会学者のギデンズらは、再帰性の高度な
発達を、西洋近代の弁別的な特徴とみなして
きた。再帰性は、諸活動をそれが埋め込まれ
た文脈から離れて観察の対象とし、活動のあ
りかたを更新していく制度化された過程と
される。1980年代から 90年代の人類学のポ
ストコロニアル展開もまた、この再帰性のひ
とつのあらわれといえる。そこでは、学知の
生産を可能にしてきた（ネオ）コロニアルな
力学に反省的視線が向けられ、人類学にはそ
こから自らを引き離して批判的に他者表象
を鍛え直すことが求められた。しかしながら
この動きは、一方で、再帰的過程が展開する
機制についての考察に欠き、他方で、人類学
が研究対象とする人々や事象のうちで展開
する再帰性の多型性を捉え損なってきた。 

 
２．研究の目的 
 
１）西洋近代型の「再帰性」が作動する条件
と、その作動様態の把握。 
「再帰性」は、純粋な思惟の所産としてあ
るのではなく、具体的な制度や装置に支えら
れた物事のやり方として展開している。それ
がどんな条件のもとで可能となり、人々の生
活のなかでどのような活動として経験され
ているのかの詳細を把握する。（西洋近代型
の再帰性を、以下では「再帰性」と表記。） 
２）水平的な関係における再帰性の再記述と
分析。 
 これまで「再帰的」思考と実践は、諸活動
の文脈から離脱した特異点からの、俯瞰的な
眼差しと統制的な働きかけの所産であると
理解されてきた。しかし、私たちを取り巻く
諸関係の多くは、リゾーム（地下茎）状ない
しネットワーク状にひろがっている。そこで
水平的に交叉する視線が、どのように諸活動
に組み込まれ、それぞれの活動を更新してい
くのかを水平的再帰性として再記述し、それ
が西洋近代型の「再帰性」の機制とどのよう
な異同を有するのか分析する。 
３）特異点をめぐる想像力の多様性の把握と
比較分析。 
これまでの「再帰性」論では、諸活動を眼
差し、そこに働きかけをする特異点を占める
のは、多くの場合、専門家集団を構成する人
であった。しかし、特異点には人に外在する
多様な観念（たとえば妖術や夢）や事物（貨
幣や自然）が挿入されうる。これら特異点に
位置付けられる観念や事物の相違が、諸活動
の文脈を再編し個々の活動を方向づける想
像形式の多様性と、どのように相関している
のかを比較分析により明らかにする。 
 
３．研究の方法 
  
 本研究の代表者、分担者、協力者は、キュ
ーバ、フランス、インドネシア、インド、ケ

ニア、宮城県、アメリカ合衆国、タイ、シン
ガポール、パプア・ニューギニア、ラオス、
香港、イラン、モンゴル、スイス、コートデ
ィヴォワール、スイス、ソロモン諸島、ロシ
アにおいて、人類学的実地調査を実施し、個
別具体的な事例の記述と分析を蓄積した。ま
た、研究会合とシンポジウムを通じて、それ
らを相互比較して再帰性の多型的あらわれ
を把握し、従来の「再帰性」概念の問題点の
把握と、あらたに提起される再帰性概念の重
要性と有効性を精査した。 
 
４．研究成果 
 
3 回の研究会合、2 回の公開国際シンポジウ
ム開催をへて、本研究では以下の知見を獲得
した。 
１） 「再帰的」過程を展開させる物質的条件。 
 「再帰性」の展開は、活動を捉える各種指
標や数値化を促す測定用具といった装置に
強く依存していることが明らかになった。こ
れら装置は、オブジェクト・レベルの活動と
メタ・レベルからの眼差しや働きかけの区分
けを想像可能にする媒介物であり、その想像
力がまた居住区、市場、水路などの配置など
に物質的に実現されることで、「再帰性」の
作動が強化されることが確認された。 
２）Reflexivity から Recursivity へ。 
 再 帰 性 の 概 念 は 、 Reflexivity と
Recursivity 双方の訳語として用いられるも
のの、水平的にひろがる関係性においては、
Recursivity の語が含意する自己回帰的展開
が顕著であることが明らかになった。またこ
の観点から従来「再帰性」と呼ばれてきた機
制を振り返ると、メタ・レベルからの働きか
けが、オブジェクト・レベルの文脈に取り込
まれることでその外部性を維持できなくな
る回帰的な局面があることが確認された。さ
らに、人類学による他者への眼差しと働きか
けが、人類学が依拠する概念や分析枠組みの
根源的変容を迫る回帰性を有することの意
義が確認された。 
３）再帰性と文脈設定の表裏一体性。 
 「再帰性」の展開において特異点を占める
人、観念、事物の違いによって、眼差しや働
きかけの対象となる活動の文脈が多様に括
りだされることが明らかになった。特異点を
もたない水平的再帰性において、この括りだ
しは、隣接していたり潜在的に影響関係にあ
ったりする諸活動や事物を、積極的に無関連
化する活動によって達成されている。この無
関連化の多様性の着目が、今後のポストＡＮ
Ｔ研究の展開に重要な指針をあたえている
ことが確認された。 
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